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事業概要

自販機 店舗流通

缶・PET自販機

カップ自販機

食品・物品自販機

海外市場向け自販機

自動給茶機

清涼ディスペンサー

冷凍・冷蔵ショーケース

店舗トータルコーディネート

カウンター什器

自動釣銭機

国内・中国・タイ自販機トップシェア※

※当社調べ
ショーケース型自販機

顔認証機

缶・PET

食品・物品機

店舗トータルコーディネート

次世代カフェ機

自動釣銭機

ショーケース

3

㈱JR東日本ウォータービジネス様
イノベーション機

誤嚥対応給茶機非接触型自販機
キャッシュレス/フットペダル
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事業方針
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重点実施事項

・コロナ禍で変化する社会環境/ニーズに対し、
中期的な施策の推進および体制の構築

・原価低減の更なる強化を図った上で、注力分野への活動を推進

■自販機 ・国内：次世代自販機の展開および新規顧客開拓

・中国：ニーズ多様化への対応強化

・東南アジア：顧客戦略の強化、新機種の市場投入

■店舗流通 ・省人化アイテム・カウンター什器の導入促進

・生活様式の変化に対するビジネス提案

■ものつくり ・グローバルものつくり体制によるコスト競争力の強化

事業方針
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市況の見方（2020年度）
対前年

上期 下期

国内

上期：コロナ影響（テレワーク/外出自粛）により設備投資が大幅に抑制
(大手飲料メーカーの対前年状況：売上90% 損益50%※1)

下期：上期に比べ回復傾向だが前年には及ばず

・市場ニーズの変化
→非接触化、QRコードを利用したキャッシュレス化
→オペレーション効率改善ニーズの高まり
→INロケ※2(オフィス、学校、工場)中心から、

OUTロケ※3(住宅地)への見直し
→自販機技術(冷熱・搬送技術)利用案件の増加

中国

上期：米中貿易問題にコロナ影響が加わり、好ロケ(工場、学校等)の採算性悪化、
製造業界の回復とは対照的に飲食業界の回復遅れ

下期：市場ニーズの変化を受け復調傾向

・市場ニーズの変化
→無人化店舗への自販機活用ニーズの高まり
→多様な商品対応機が拡大
→キャッシュレス比率の拡大

ｱｼﾞｱ

上期：コロナ影響はあるものの、新台需要拡大により前年並
下期：継続した新台需要の拡大

・新台市場の拡大
→キャッシュレス決済を主因に中古から新台へ

【業界出荷台数(万台)】

【稼働台数(万台)】

市況の見方（自販機）
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20 20 18 15 

17年度18年度19年度20年度

252 250 250 240 

17年度 18年度 19年度 20年度

減少

減少

※当社予測

【業界出荷台数(万台)】

5.3 5.3 5.1 4.8

17年度 18年度 19年度 20年度

横ばい 微減

※当社予測

【業界出荷台数(万台)】

0.6 1.0 1.7 2.51.2 1.0
0.8

0.61.8 2.0 2.5 3.1

17年度 18年度 19年度 20年度

※当社予測

※1：顧客IR情報より ※2：屋内自販機設置ロケーション ※3：屋外自販機設置ロケーション
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市況の見方（店舗流通）
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市況の見方（2020年度）
対前年

上期 下期

上期：コンビニ各社はコロナ影響を受け日販ダウン

顧客のテレワーク対応・工事計画の延伸により設備投資減

(コンビニ各社の対前年状況：売上90% 損益80%※)

下期：延伸工事案件、市場ニーズに対応した改装案件投資増により前年並

・市場ニーズの変化

→新たな生活様式(在宅・テレワーク)に対応した売場環境の変化

→Withコロナ(非対面、非接触)へ対応した商材の拡大

【店舗数(万店)】

5.8 5.8 5.8 5.8

17年度 18年度 19年度 20年度

飽和

【業界新規出店/改装店(万店)】

0.3 0.3 0.2 0.1

0.8
0.6

1.1 1.1

1.1
0.8

1.3 1.2

17年度 18年度 19年度 20年度

改装

新規

出店
減少

※顧客IR情報より

増加

横ばい
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事業計画
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サブセグメント別売上高（億円） 営業利益・営業利益率（億円）国内・海外売上高（億円）

530 472

514 
468 

1,044
940

2019年度

実績

2020年度

経営計画

店舗
流通

自販機

増減

-104

-46

-58

977 866

67 
74 

1,044
940

2019年度

実績

2020年度

経営計画

3.7%

0.6%

38

6

2019年度

実績

2020年度

経営計画

海外

国内

増減

-104

+7

-111

増減

-32
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食品流通事業の方向性

8

2020年
◆効率化による体質強化
◆事業改革、経費削減

2021年～2023年
◆新しい「事業体質」での事業拡大
◆Withコロナに適合した運営および展開

国内
自販機

<マーケット/ニーズ>
・コロナによる機材投資大幅減
・オペレーション効率化投資機会

<戦略>
・成長分野へシフト

(システムビジネス、新規機材/顧客)
・原価低減、生産合理化の推進

<マーケット/ニーズ>
・コロナによる店舗投資大幅減
・時短営業対応、生活様式の変化

<戦略>
・成長分野へシフト(新規機材/サービス/顧客)
・ニーズ対応商材市場投入

<マーケット/ニーズ>
・米中貿易摩擦にｺﾛﾅ影響が加わり停滞気味
・中小オペレーターの自販機投資縮小
・飲料メーカーの自販機投資横ばい

<戦略>
・顧客戦略の推進

<マーケット/ニーズ>
・新台市場の拡大継続(中古→新台へ)

<戦略>
・現地力の強化
・機種ﾗｲﾝﾅｯﾌﾟ拡充、各国有力企業との協業

国内
店舗

中国

アジア

<マーケット/ニーズ>
・機材投資は縮小～横ばい
・オペレーション効率化投資/非接触ニーズの拡大

<戦略>
・機材 ：IoT対応自販機、Withコロナ商材
・ｼｽﾃﾑﾋﾞｼﾞﾈｽ：効率化サービス顧客提案推進
・新規顧客 ：飲料・食品以外の顧客開拓

<マーケット/ニーズ>
・時短営業対応ﾆｰｽﾞ拡大、日販拡大/運営効率化へ
・省エネ、非対面ニーズ拡大

<戦略>
・機材：双方向、ｼｮｰｹｰｽ型自販機、2Way機の活用
・サービス：店舗運営管理システム
・新規顧客：交通、アパレル、ドラッグ等の新規開拓

<マーケット/ニーズ>
・飲料メーカーの自販機投資拡大方向
・新規プレイヤー(薬品/乳業メーカー)の参入

<戦略>
・無人化店舗への自販機活用化
・大手メーカー系顧客への軸足シフト

<マーケット/ニーズ>
・新台の更なる拡大/大型物品機の市場拡大

<戦略>
・飲料機に加え、物品機等の機種拡大
・タイ、インドネシアを軸に、周辺諸国の攻略
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重点施策（国内自販機）
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◆コロナ禍における市場ニーズの変化を踏まえ、次世代自販機+システムビジネスの

提案拡大により、顧客の売上拡大/効率化へ貢献

飲料メーカー

屋外ロケーション
（住宅街、マンション等）

ハンズフリー機能
（自動扉orﾌｯﾄﾍﾟﾀﾞﾙ）

双方向コミュニケーション

ポイント
クーポン付与

購入希望
商品

顧客オペレーション支援
ロケ先からも訪問頻度削減要求あり

・販売状況見える化
・遠隔設定 （価格・冷温）
・巡回・訪問ルート最適化

◆新たなワークスタイル
・隙間時間の活用
・副業、内職利用

◆コロナ禍がもたらした環境変化

既存自販機

◆Withコロナ対応+自販機ビジネスの進化
・顧客オペレーションのシステム支援
・消費者と自販機の双方向コミュニケーション対応

・在宅、テレワーク勤務→外出/移動自粛

・屋外ロケーション需要増→新たなビジネスチャンス

クラウドワーカー活用ビジネス

商品補充対応
ﾌｯﾄﾍﾟﾀﾞﾙ

自動扉

タッチレス
キャッシュレス

(QR決済)

MCU

◆双方向通信
・販売商品陳列指示
・顧客ニーズの取得
・稼働管理
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重点施策（国内自販機）
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◆自販機のコア技術（冷熱・搬送技術、防水・堅牢性）を活用した新ビジネスの拡大

バッテリー充電 ＋ 個人認証

・電動バイク
・電動自転車
・電動車いす
・非常用電源

商品の受渡し と 個人認証

（宅配だけではない近距離物流拠点）

冷熱制御

自動搬送

防水設計

堅牢構造

バッテリースタンド バッテリー

【自販機＋宅配ロッカー】

【自販機＋モバイルバッテリー】 【自販機＋電力ステーション】

【自販機＋現代のライフスタイル】

マスク
自販機

誤嚥対応
給茶機

アルコール
噴霧器
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重点施策（店舗流通）
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◆顧客の日販拡大に寄与する商材の提供
◆生活様式の変化に対応したWithコロナ商材の拡充(自動化、非対面/非接触化)

ショーケース 釣銭機 カウンター

既存製品は前年並→占有率の拡大

コンビニ向けセルフレジの活用店舗(顧客)と消費者の双方向コミュニケーション

オーナー 本部

進化を追求した継続提案

【既存製品】

【生活様式の変化に対応】

【次世代カウンター商材】

【省人化ニーズ】
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【中国】

重点施策（海外）
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◆キャッシュレス対応の標準化とニーズ多様化へ即した機種ラインナップの拡充

◆無人化店舗への自販機活用

◆大手飲料メーカー/大手財閥との戦略的パートナーシップ構築

薬品メーカー機乳業メーカー機

【新規顧客】

【東南アジア】

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｶｯﾌﾟ機 ビン専用機 大型食品機

ﾀｲ:ﾏｽｸ自販機ﾀｲ:ﾍﾞﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ機

【キャッシュレス・無人化店舗】

キャッシュレス
（QR/顔認証決済） 2Way自販機

店内店外



©2020 Fuji Electric Co., Ltd. All rights reserved. 13

重点施策(ものつくり)

（中国）
DFB*1

（インドネシア）
FMS*2

ものつくり
支援

部品

・ニーズ多様化への対応
(カップ機、食品機)

・グローバル共通部品の
活用拡大によるコストダウン推進

・グローバル共通部品の生産
(販売機構、ハーネス)

・更なる現地調達の拡大による
コストダウン推進*1 DFB：大連富士冰山自動販売機社

*2 FMS：フジメテックスマラン社

三重工場
(マザー工場)

・自働化による生産性の効率化

・新製品のスピーディな立上げ

・海外拠点(DFB、FMS)活用による
コストダウン

◆グローバルものつくり体制によるコスト競争力の強化
・中国、東南アジア自販機市場拡大に向けた拠点基盤を強化
・海外拠点の低チャージ活用、サプライチェーンの最適化
・現地顧客ニーズへの迅速な対応
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設備投資・研究開発

※研究開発費をテーマに応じてセグメントに分類したもので、決算短信記載の数値とは異なります。
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◆設備投資
・三重：生産性向上に向けた投資(自働化、近接化)
・DFB：機種拡大に伴う金型投資
・FMS：生産効率化およびグローバル部品生産設備の拡大

◆研究開発
・次世代自販機、店舗省人・省エネ商材の開発促進
・IoT、AIを活用した、システムビジネス商材の開発

設備投資（億円）

23
18

2019年度

実績

2020年度

経営計画

増減

-5

研究開発（億円）

28 27

2019年度

実績

2020年度

経営計画

増減

-1
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１．本資料及び本説明会に含まれる予想値及び将来の見通しに関する記述・

言明は、弊社が現在入手可能な情報による判断及び仮定に基づいておりま

す。その判断や仮定に内在する不確実性及び事業運営や内外の状況変化

により、実際に生じる結果が予測内容とは実質的に異なる可能性があり、弊社

は、将来予測に関するいかなる内容についても、その確実性を保証するもので

はありません。

２．本資料は、情報の提供を目的とするものであり、弊社の株式の売買を勧誘する

ものではありません。

３．目的を問わず、本資料を無断で引用または複製することを禁じます。

注記


